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社会的責任の基礎理論
























































































































































































②消費者関係 誠実 有害商品､欠陥商品､虚偽 .誇大広告､悪徳商法､個人情報漏洩､など
③投資家関係 公平 内部者取引､利益供与､利益保障､損失補填､作為的市場形成､相場操
縦､粉飾決算､など
(彰従業員関係 尊厳 労働災害､職業病､メンタル-ルス障害､過労死､雇用差別(国籍 .人種 .
性別 .年齢 .宗教 .障害者 .特定疾病患者)､専門職倫理侵害､プライバ
シー侵害､セクシャル .ハラスメント､など





















































































































































































そ して､企業は本来の 目的である利益を上げる このように､企業の社会的責任に関する認識
とい う経済的な責任や法令を遵守するとい う法 は､議論が活発になるにつれて､様々な学説が
的な責任のみならず､社会において責任を果た 展開 され るようになる｡ た とえば､キャロル
表4 海外における企業の社会的責任に関する学説
年 論者 著書 .論文タイ トルおよび出所 内容
1924年 シェル ドン 7̀加 inJOSOPhyOFMaDageme17t"企業制度研究会訳[1975]『経営の 経営者の社会的側面を検討する場合､大
(Sheldon.0) きく2つの部門に分けられよう○すなわ
ち､第一は社会全体と企業における統合力 統率力としての経営者との関係であ
フイロソフイ』雄松堂. り､第二は､産業に従事する人間的要素の対する経営者の関係であ o第一の場合には､ は､企業を統治 しているで企業全体の責任を担い､後者においては､自らが指揮している人々 (従業員-筆者)に対 して自らが奉仕するとい う責任を担っている○
1960年 イールズ "meMeaDlbgOPModemBuslhess"ColumbiUniVersityPress. 企業の社会的責任が生ずるのは､特に企
(己els.R) 業が (社会の)生態系において､経済的
および政治的に影響を与えるときであるo経営者がそのような責任を負 うことにしりごみすることはわかるが､この責任は企業が社会においてもつ影響力に不可避なものであるo
1963年 マクガイア LTBuslhessaDdSoc1'ety"McGrew-Hil,Ⅰnc. 企業の社会的責任 とい う考えは､経済的
(McGuireJ) な責任や法的義務のみならず､社会に対
する責任までその範囲を拡げるものであると考えられるo
1973年 デイヴイス TheCasefbrandAgainstBusiness(企業は)社会的責任を負 うことが求められ､
(K.Davis) AssumptionofSocialResponsibilities企業は意思決定において社会的価値観 との統一をより活発に行わなければならないo
"me Academy oF ManagemeDtJoL aJ"Vol.16,No.2,Acdemy ofManagement,p.312-32.
1979年 キャロル A Three-dimensionalConceptua1 企業の社会的責任の定義は､社会の全て











1992年 フレデリック､ "BuslhessaDdSocJ'ety 企業の社会的責任は､企業の行動により
ポス ト､デイ 6et/即tJ5edJ't1'OD)" 影響を受ける人々や社会､環境に対して
ヴイス(Fredrick,W.C,JamsE.Post,K.Davis)McGrew-Hil,Ⅰnc. 責任を負フことであるo

































年 論者 著書.論文タイトルおよび出所 内容
1949年 山城章 ｢経営の社会的責任｣ 経営体は､対内的にみて､社会的生産責任の遂行のための機能組織体であり､こ
『経営評論』第4巻第11号,経営評論社,8-13頁. の経営機能の実行にあたって､経営者権と 者責任の問題があるo経営責任 と経営者責任､経営権 と経営者権は各々-離別的なも である○の社会性 とは､以上の如 く 自体対外的な利害配分の支配関係即ち企業関係は包括 して指稀するものであるo経営は社会関係 生活はす が それ何等 体ではないo
1959年 藻利重隆 ｢経営者の社会的責任 とその企業 経営者の社会的責任においてわれわれは
的責任および自己責任｣ どのような内容を把握すべきであろうか○それは要するにこれを企業の国民経済の繁栄に対 貢献を意味するものと解 し『経営学論集』第31巻,日本経営
学会,33-42頁. うるであろうo企業はこうした貢献を､一方 は広 く労働力の所有者に対する関係において､また他方では顧客に対する関係において､少なくとも直接的には実現するものと解せ られる○
1972年 対木隆英 ｢企業の社会的責任-その生成 と 企業の社会的責任は､基本的には､企業
内容-｣ が利潤動機に導かれて極大利潤-特に短期的極大利潤一を求めて､ しばしば､企業の内部環境や外部環境またはその双方に対する配慮を欠いた､ 自己本位 独善『成践大学経済学部論集』第3巻第1号,成棋大学経済学部学会,19-
146頁. 的行動をすることに対する企業外部からの批判 とそれに対応する経営者 自身の反省の中で生成 してきたものと思われる○
1974年 高田馨 『経営者の社会的責任』 経営者の社会的責任の意味は､経営者がその環境主体 (利害関係者-筆者)の主体性を尊重するためになすべきことを決めねばならないとい うこと､そ して､そのなすべきことをしなければならないということであ ○
千倉書房.
1975年 占部都美 ｢企業の社会的責任にたいする経 企業の社会的責任 とは､単純な利潤原則
営学的接近｣ を超克 して､企業活動が社会の福祉に貢献するように経営管理を遂行 していく責任をさ いる○
『経営学論集』第45巻,日本経営学会,77-83頁.
1976年 樫井克彦 『現代企業の社会的責任』 社会的責任 とは､対環境的責任であり､企業をめぐるさまざまな主体に関 してそ
千倉書房. の経済的 .非経済的な､ならびに法律的 .非法律 なあらゆる期待に考慮を払 うという企業 いし経営者の義務であるo
1981年 向井武文 ｢企業の社会的責任 と営利原則｣ 社会的責任の中心問題は ｢費用的管理の短期性｣を克服することのできる新 しい




志社大学商学会,61-73頁. と､単に私利追求だけではなくて社会的責任を考慮 した節度ある行動が要請 されるo この要請が企業の社会的責任論であり 企業の倫理論となる○
1994年 森本三男 『企業社会責任の経営学的研究』企業が自己に対する環境主体(利害関係者-筆者)の諸期待に応えることを自発的に自己の責任 とし､それによって､制度 として 自己の存続を万全にすること○白桃書房.
1999年 樫井克彦 ｢コーポレー ト.ガバナンスに関 企業の社会的責任 とは､企業がその正当
する一考察-企業の社会的責任 と 性を発揮 して社会から受容されるために
の関連を中心に-｣ 社会に対 して負 う責任であり､具体的には､企業ないしその主体としての経営者が企業の環境主体ないしステークホルダーの期待に応えることである○
『経済科学』第46巻4号,名古屋大学大学院経済学研究科 29-42頁.
2003年 高巌 ｢企業の社会的責任 (CSR) と企 csRとは実際に何を指すのか､何に対応
業の役割｣ しなければならないのかとい う具体的な定義はほとんど不可能であると考えているoなぜならば､csRは､社会又は市場との関係においてそ 内容が決まっ くものだか であるoつまり､CSRの指すところは､市場や地域の人々との交流や対話を通 じて 又は相互作用を通じて何をやる を決めていくことで､そ 具体的 実践内容が決まってくるからであ○
高巌 他共著 『企業の社会的責任-求められる新たな経営観』 日本規格協会,9-24頁.
2006年 谷本寛治 『csR一企業と社会を考える-』 企業活動のプロセスに社会的公正性や倫理性､環境や人権-の配慮を組み込み､
NTT出版. ステイクホルダーに対 しアカウンタビリティを果たしていくこと○
2006年 平田光弘 ｢csR時代と松下幸之助｣ 国際的にも国内的にも合意形成されたCSRの定義はまだないが､CSRが対象とする
ものは市場(誠実な企業活動)､環境(地球- 配慮)､人間(人間の尊重)および社会(社会との調和)であり､企業の経済的側面とい う前輪 と社会 .人間 .環境的側面とい う後輪 とをつ ぐ車軸の働きをするのがCSRであるo したがって､両輪はCSRを介 して長期的には 業績に寄与し得るであるo
『論叢松下幸之助』第5号,PHP総合研究所第-研究本部,25-53頁.
2007年 吉森賢 『企業統治と企業倫理』 企業の責任には三つある○ これ らは基本的責任 とこれを超える高次の責任に階層
放送大学教育振興会. 化できる○基本的責任の一つは市場経済下にあ 企業であれば企業市民として最低果たすべき法 であり､これは法令遵守 と称する○その次が経済的責任であり､これは利益の実現であるoそして第三の最高次の責任が倫理的責任であるo
2007年 菊池敏夫 『現代企業論』 企業の社会的責任 とは､企業の環境主体たるステイクホルダーに対する責任であって､具体的には企業の社会的 ある意思決定と行動を内容としてい oしたがそれは企業が各ステイクホルダーの目標 .要求およびそれについての制度上の規制に適合 した意思決定や行動をとることを意味している○
(出所)筆者作成｡
76 国際経営論集 No.37 2009
3.4社会的責任否定論に関する学説 ないとする企業の社会的責任否定論 も根強く存
在 している｡そ うした企業の社会的責任否定論
今 日の企業経営にいて､企業は社会的存在 と は､表 6のようにまとめられる｡企業の社会的
して社会に対する責任を有 していると考えられ 責任否定論は､経済学者であるフリー ドマンを
ているが､そ うした企業の社会的責任は存在 し はじめとする研究者 らによって論 じられている｡
表6 企業の社会的責任否定論に関する学読
年 論 者 著書.論文タイトルおよび出所 内容
1958年 レビッ ト TheDangersofSocial 福祉や社会のことは企業の干渉すべきこ
(T.LeV itt ) Responsibility とではない○企業の仕事は金を儲けるこあり､快い音楽を奏でることではないo
HarVardBusinessReView,Vo136,Ⅳ SchoolPress,p.41-50.
1959年 ルイス EconomicbyAdmonition 我々の合理的な経済生活の内部や背景に
(B.W.Lewis) は､システムの許す最大限の利益を得る
TheAmericanEconomicReview, とい う個人の社会的役割が存在するo 労働者は高い賃金を得るために 経済目標
Vo149,No.2,p.384-398. に対 し奉仕することになり､個々の農業者や実業者はその最大利益を追求するときに経済目標に奉仕するのであるo利潤の追求は､私たちの生活様式において､意 かなうことであるだけ なく､不可欠なものであ o もちろん 利潤追求の適当な形式や方法は､状況や慣習 法など よって制約され が､我々の経済論理は利潤動機を個人の社会的良心によって鈍 らせた り､不明瞭にしたりするこは許されないo混乱のとき以外は 決 し個人に感 じられた社会的責任を中心的な経済運営の力として要求することはいo












1965年 フリー ドマン Capitalism andFreedomhicagoUniversity. 企業の役員や労働組合のリーダーは､株
(Milton 主や組合員の利益に尽くす以外に ｢社会
Fridman) 的責任｣をもつという見解が広く受け入れられるようになってきたoこの見解は自由経済の性格 本質に誤解を表しているoこの な経済で､唯一の企業の社会的責任とは､ゲームのルール内におて､詐欺や不正を用いず開かれた自由な競争を行って 企業の利潤を増大させるために資源を用いて､経営活動を行 うことであ いえようO同様に､労働組合のリーダーの ｢社会的責任｣は組合員の利益 尽くすこ である○
2004年 ジョエル . "TheCorporation" 企業の役員､つまり他人の財産の管理人
ベイカン としては､それ自体の理念のためにそう









































1956年 経済同友会 大会決議 ｢経営者の社会的責任の自覚と実践｣





1999年(2000 改定) 麗津大学経済研究センター 『倫理法令順守マネジメント.システム規格(ECS2000)』
2000年 経済同友会 『二十一世紀宣言』















































1976年(2000 改定) 経済協力開発機構(OECD) oECD多国籍企業行動指針
1989年 セリ-ズ(CERES) セリ-ズ原則(旧バルディーズ原則)
1991年(2004 改定) 米国連邦議会量刑委員会 連邦量刑ガイ ドライン
1994年 コ-円卓会議 企業行動指針
1997年(2001 改定) SAⅠ(SocialAccountabilityⅠnternatonal) SA(SocialAccountability)8000
1998年 国際労働機関(ILO) ILO宣言
1999年 Accountability AA1000
2000年( 4 改定) 国連(UnitedNations) グローバルコンパクト
2001年 欧州連合 (EU) グリーンペーパー
2000年( 2 改定) GRⅠ(GlobalReportingⅠnitiative) 持続可能性報告のガイ ドライン

















の10原則｣として､人権 ･労働 ･環境 ･腐敗防
止に関する10の原則を策定し､企業-の遵守を
80 国際経営論集 No.37 2009
要請 してい る17｡ また､OECDの策 定 した
『OECD多国籍企業行動指針 (以下 ｢多国籍企
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